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ぱ?①あばらなる倉に，女をばj先に ~ljIし入れて，男，弓・①j~3 諮;を負ひて戸口にをり， rはや夜も IY'Jけな
む。」と }~t ひワつゐたりけるに，鬼はや一口に食ひてけり。「あなや。J と言ひけれど，千"l l!!~る騒ぎに，え
Il~ かざりけり。ゃうやう夜も IV3 けゆくに，見れば率て来し女もなし。の!'Eずりをして泣けどもかひなし O



























第一文と第二文とで，物語の基本的会設定は完了していると伺ル ~ç;.J-r._. t":;!__.j--0 
なお，文法的な表現の効果については，物語中で唯一府いらまとている係。結びについて留g意す
ベきで、はないか。言うまでもなく，係旬結びが用いられている部分が， r歌物語j




















































































露をなど あだなるものと 思ひけむ 我が身も草も 置かぬばかりを
(古今集・哀傷.860，藤原惟幹)




































































































( 1 ) ただし，高等学校「国語総合Jにおいて 「鬼一口Jの章段名を採用する教科書は認められ
なし'0




( 3 ) i高等学校用教科書目録(平成28年度使用)J(平成27[2015J年4月，文部科学省)による。
( 4 ) 本章段を採録しない教科書は以下の3冊である。
[大修館313J(精選国語総合)， [第一327J(標準国語総合)， [第一328J(新編国語総合)
( 5 ) 本章段が内包する問題については，竹村信治「伊勢物語「芥}1 J小考J(i国語教育研究」
48号，平成19[2007J年)において端的に整理されている。
( 6 ) 前田雅之・小嶋菜温子・田中実・須貝千里編『く新しい作品論〉へ， (新しい教材論〉へ古
典編.](右文書院，平成15[2003J年)所収。
( 7 ) 本章段の採録において，前半のみと後半までの採録との異なりが見られる。 但し，本稿で
は前半の表現分析を行うことから 採録形態の相違には特に言及しない。
























































た室城秀之「伊勢物語 「芥JIJ (六段)一教材論としてJ(前回雅之 ・小1亀菜組子.E¥JiJ実・

















(39) 1伝統的な言語文化」に関する学習の可能性については 教材研究 ・教材開発の観点から検
討を行ったことがある d 小稿 fi伝統的な言語文化Jの学習を広げ右教材開発J(1文教大学国
文学J第46号，平成29[201:7J年3月i)参照。
(40) 内容理解の補助資料と Lて，俵万智『恋する伊勢物語j~も《ま文庫，平成 7 [1995]年)
の本章段を用いることも可能である D
(41) 古典学習の系統性や螺旋的な学習などについては，田近淘一・犬熊徹・塚田泰彦編:Jふ学






(43) 棚田真由美 f作品から教材へ一教材化の問題-J (1月刊国語教育研究J406号，平成18
[2006J年4月)参照。
i刑記 本稿は平成28年度信州大学教育学部附属次世代型学び研究開発センタ 一公募の「笑践研究
支援プロジェクトj採択諜題「中高連携を視野に入れた伝統的な言語文化関連教材の系統的
指導と教材開発J(代表者:鎌倉大手1][教育学部附属長野に|コ学校J)の研究成果である。
